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Ⅱ．講演ⅰ）酪農乳業セクターの SDGs への貢献　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

酪農乳業セクターにおける
SDGs の国際的な取組み、その論点を整理し

日本版 SDGs モデルを創造する

法政大学 経営学部 教授　木村 純子氏

SDGs の歴史的背景

　今から 3 年前の 2015 年 9 月に、国連サミットで 17 の

持続可能な開発目標、いわゆる SDGs が発効されました。

これは全ての人に対して普遍的に提唱されている目標で

す。あらゆる国の人たちが豊かさを追求しながらも地球を

守るということを呼びかけています。この 17 の目標は一

つ一つがアイコンになって表され、それぞれの目標に対し

て細かなターゲットが定められています。ターゲットの数

は 169 あります。

　持続可能な開発とは、「将来の世代がそのニーズを充足

するその能力を失うことなく、われわれ現世代のニーズを

充足する開発」というように定義されています。人間と地

球にとって包括的で持続可能で、強靭な未来に向けた取り

組みを必要としています。

　持続可能な開発を達成するためには、三つの要素【経済】・

【社会】・【環境】があります。こちらの要素はそれぞれ個

別のものではなく、密接に関連し、SDGs の達成に不可欠

です。

　「ミレニアム開発目標（MDGs）」という言葉をご存じで

しょうか。SDGs というのが 2015 年に登場した背景とし

て、その前身となる MDGs というものがありました。

　MDGs は 2000 年の 9 月に合意されたもので、中心的な

テーマは発展途上国の開発、すなわち「北から南への支援」

でしたが、世界全体でこの目標を達成する協力システムが

必要となり（MDGs の限界）、新たに SDGs がつくられる

ことになりました。

　SDGs の特徴（MDGs との相違点）は三つあります。一

つ目は、169 のターゲットの内 130 が先進国にも関わり
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のあるターゲットになっていて、単に北から南への支援という形ではなく、世界全体でシステムを築いていく強い意

志が見えます。二つ目は、個別ではなく包括的に課題に取り組み、経済・社会・環境・ジェンダー・平和安全保障といっ

たものを、全て関連付けて世界全体として見ていく必要も出てきました。三つ目は、国が主導するというものではなく、

どちらかというと市民団体や企業活動が、この国際社会に対して大きな影響を与えていく、アドボカシー的なスタイ

ルへの変化が新たに見えています。実際に SDGs 交渉過程において、多くの専門家や市民団体が随分と提言をしたと

聞いています。

　SDGs は「誰も取り残さない」というフレーズが一つのキャッチコピーのようになっていますが、これは発展途上

国の人達を取り残さないというより、どちらかというと先進国の人達に「ちゃんと取り組んでください」というメッ

セージが込められているように思えます。

酪農乳業セクターの SDGs モデル

　国外の酪農セクターによる SDGs の取り組みは始まって

います。今から 2 年前の 2016 年に、オランダのロッテル

ダムで開催されたワールド・デーリィ・サミットにおいて、

ロッテルダム宣言が採択・発効されました。世界中で加速

度的に増え続ける人口に対し、酪農乳業がどのように持続

可能な方法で食料を供給できるのかを大きなテーマとして

掲げており、六つの宣言が承認されました。

　酪農セクターがどのように SDGs に貢献することができ

るのかを検討するにあたり、すでに掲げられている仕組み

を手がかりにしてみましょう。ここでは、「FAO( 国連食糧

農業機関)」と「Daily Asia」のSDGsモデルを取り上げます。
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◇ FAO( 国連食糧農業機関 ) の SDGs モデル

　【経済】・【社会】・【環境】の 3 つの要素における貢献を表していますが、▲で表している内容は、SDGs の達成に

対してネガティブな影響であり、課題となっている内容です。

・畜産に対する貢献　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・酪農に対する貢献

◇ Daily Asia の SDGs モデル

　アジアの酪農乳業の SDGs への貢献については、デイリー・アジアがサプライチェーンの 10 の段階が SDGs にど

のように貢献できるのかを整理しました。各段階の目標は【経済】【社会】【環境】の要素いずれかに関わり、目標を

達成することで SDGs に貢献できます。

・アジアの酪農乳業の “強み”

　デイリー・アジアはアジアの酪農乳業の 8 つの強みと 7 つの解決すべき課題を明らかにしています。
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・アジアの酪農乳業の “課題”　

日本特定的な強みと課題

　日本の酪農乳業セクターはいかに SDGs に貢献できるの

でしょうか。まず日本特有の解決すべき課題と強みを整理

します。

・日本の酪農乳業の “課題”　　　　　　　　　　　　　　　　・日本の酪農乳業の “強み”

　酪農乳業の日本特定的な強みを見ると、いわゆる日本特有の文化的・地形的・物理的な資産を活用した循環型農業

の実践が SDGs 実現への鍵となると言えるでしょう。
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◇具体的な取り組み（サプライチェーンのステージ別）

・生産者の取組み例　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・乳業メーカーの取組み例

　サプライチェーンの中でも、川中に位置する乳業メーカーは、自身の取組みだけではなく、その川上である酪農家、

および川下の消費者がそれぞれ抱くニーズや悩みを共に解決していく姿勢と仕組み作りが必要です。

◇今後の課題

　FAO や Daily Asia、および他国が酪農乳業関連の SDGs

モデルを明文化・明示化していますが、日本においてもモ

デルを早急につくる必要があります。

　SDGs に貢献できる仕組み作りによって、日本の酪農乳

業の持続可能な発展が実現できるのではないでしょうか。

※注釈

　当日の講演において、持続可能な開発を達成するためには、三つの要素【経済】・【社会】・【環境】に、酪農乳業に

おいては四つ目の要素である【栄養】が加わると発表いたしましたが、以下の理由により当該報告においては【栄養】

の内容について省いております。

1) 国連は、SDGs を【経済】・【社会】・【環境】3 つの価値を柱にすると言っていますが、【栄養】を 4 つ目の価値と

はしていない。

2)【栄養】は、【経済】・【社会】・【環境】と同次元の概念というよりも、3 つの価値に作用する概念であると考えられる。

3）講演後、研究を進める中で、上記 1）2）を踏まえ、【栄養】外すことが適切だという判断にいたりました。　


